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社会の高齢化に伴い，認知症者の増加が社会問題となっている．その中で，「話す」

という行為は脳を活性化させ認知症の予防となることが知られており，対話システムは

話し相手がいなくとも会話を行う機会を設けることができる手段として注目されている．

本研究では，自身の過去を会話やディスカッションを通じて振り返ることで人生に対す

る満足度を高めることができる「回想法」という介護療法に着目し，回想法を模擬する

対話システムの構築を行なった．本システムでは，あらかじめ対象とするユーザーから

アンケート形式で収集した年齢，住まい，思い出などの情報に加え，Web 経由で自動収

集した関連情報も併用して，システム主導の形式で質問，傾聴，情報提示を行う． 
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